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咬合を紐解く
インプラントを含めた

補綴治療の原点を学ぶ
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補綴治療の原点となる「咬合・咬合学」に関しては、歴史的に見ても
独断的な知見で構築されている理論が多く、それぞれの理論が「ドグ
マ的」に確立されているため、共通したコンセンサスを得られにくい
のが現状である。インプラント治療が定着し、デジタルデンティスト
リーの普及がめざましい近年、先人たちが積み上げてきた咬合に関す
る知見を紐解き、変わらない、変えてはならない定理を見つけながら、
補綴治療の本質を学んでいくことが本書の目的である。
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Column 一部抜粋

• なぜ全顎治療が必要なのか？
• 歯周炎と挺出について
• ゴシックアーチ描記法の注意点
• リンガライズド・オクルージョン

• 咬合の安定のための必要条件
• 歯の動揺と歯周病の進行
• 側方運動時の平衡側の咬合干渉
• 睡眠時ブラキシズムの臨床症状

• 揺れる中心位
• M型ガイドと D型ガイド
• 犬歯によるプロテクト
• 骨を構成する細胞
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